
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月組長会 組長手持ち資料 

 



 

 

喫緊の課題対応の意味 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解決に向かっての取組み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（住民の総意）：将来にわたり安心・安定した暮らし 

        が出来るまちづくり 

『藤巻の“さと”構想』：人と緑が共生するまち 

 静かな住環境を好む人に好かれるまちづくり 

 藤巻の環境・生活の魅力を生かしたまちづくり 

 公園緑地としての役割にも寄与するまちづくり 

「樹林地ゾーンとその隣接部分」では早期に公園事

業着手を期待し、居住者が住む間は住環境の改善努

力が図られることを前提とする 

「第 2次整備プログラム」を公表した 

（平成 30年 3月） 

住宅密集区域 

（行政の施策）：公園区域の見直し 

        事業方法・着手時期見直し 

公園区域から削除 

樹林地区域 

借地対応区域に認定 

（借地対象地・時期未定） 

事業着手時期未定 

（30年～50年以上先） 

喫緊の課題 

特別に藤巻町全体として緊急対応を必要

とするもの 

健常者でも歩行困難な路 

大雨時に路面を流れる洪水と土砂  

行政担当部門が存在しない状況 
 （法律上で予期されていない状態） 

路肩崩落寸前の路 

 

上記は一般的に言われている以下の喫緊課題

を超えた課題として対処を要する 

未舗装道路 

雨水による路面侵食 

路肩崩落の進行 

下水整備への障害 

その他の課題 

道路幅…消防車・救急車 

都市ガス 

消火栓 

樹林管理 

交通・防災・防犯・衛生 

空地・空き家 

“まち”全体の魅力向上課題 
集落がなくなる事態の回避のために 

 

 

行政への対応 

（長期取組みになる） オアシスの森事業の

早期着手を促す活動 

その気運づくり： 

藤巻町住民による森への関心と貢献活動の推進 

自助の対応 

（まちぐるみで 

当面の取組み） 

日常不便の解消努

力 

住民主導でまち全体の課題洗い出しと優先評価 

自治会によるまちぐるみの支援 

（まち の将来につながる方向への支援とは？） 

「オアシスの森事業」以外の方策も模索するが、現在 

見つかっていない。 



 

 

喫緊対応事項として、調査・整理・検討を重ねてきた項目と概要の一覧 

 
 関係組 主な問題内容 関係地権者 解決への障害 当面対策 将来方向 

⓵ 8 14 

15 組 

凸凹の路 △ 

大雨時の水流・洪

水（住民自主対応） 

路肩のササ・雑草 

（市有地も含め行

政関与せず） 

面する住宅の住

民 

住宅に付随する

路としての扱い 

行政を説得 

みなし道路と 

認定の上、私

道整備を行政 

に願う（妙案

募集中） 

オアシスの森 

事業で公園道路

としての整備。 

（前提として⓵

の区域を借地対

応区域へ変更を） 

② 14 15 市＋不在地主 

（協力可能性は

ないとは言えな

い） 

みなし道路です

らない山林扱い 

③ 11,12,13 路面の陥没 △ 不在地主（管理

組合・利用料） 

個々の要望レベ

ル差 合意形成 

管理組合対応 地権者（不在・市

も含めて）が集合

して地区計画等

でプロジェクト

を計画 事業化 

④ 9，10，11 路面の陥没 △ 

マンホール段差 

不在地主＋利用

住民の共有 

多数の共有地主 

合意形成困難 

管理組合の復

活の可能性？ 

⑤ 9，13 凸凹の路 ✖ 

下水管上のみ舗装 

不在地主＋下水

管使用住民共有 

地主の協力困難 

複雑な権利関係 
緊急対策 

合意形成急ぐ 

隣接の借地対応

区域でオアシス

の森事業での簡

易公園整備を進

めるなかで周辺

の路整備を考え

る。 

又は上部③④と

一緒に高級住宅

地プロジェクト

事業を進める 

⑥ 13 凸凹の路 

溝のえぐれ 

不在地主 地主の協力困難 ⑤に準ずる 

⑦ 13 溝の大きな陥没 

小川的状況 ✖ 

不在地主 地主協力の可能

性あり 

住民合意？ 

緊急対策 

合意形成急ぐ 

⑧ 13 路肩の新池への崩

落 ✖ 

路肩のササ、雑草 

凸凹の路 

不在地主（通行

路） 

新池地主 

通行路地主の協

力は見込み無 

新池地主にのみ

でも協力を得る 

緊急対策 

新池地主と何

らかの合意 

⑨ 14 15 大雨時のあふれる

水の流れ ✖ 

凸凹の路 ✖ 

不在地主 地主の協力困難 

下流の荒田への

水流についての

苦情が予想され

る。 

緊急対策 

同時に樹林地

帯への雨水誘

導策を市と相

談 

オアシスの森事

業に関連するも

のとして、公園整

備のなかで解決

を探る 

⓾ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 3 凸凹の路 

雑然とした資材置

場 

自治会執行部として十分な情報を把握していない。 

今後調査の予定 

＊注 

・ここで将来方向は現在までに藤巻区域をめぐる検討会で話題になったもののみで

ある。多分これから検討すれば、別の方向も考えられるだろう。 

 

・藤巻町各区域には、消防車・救急車通行のための道幅 車の通行に支障のある曲が

り路 舗装問題 さらには 下水問題 といった通常の都会生活のなかでのインフ

ラ不備とされる問題は一杯あると思われる。今回の喫緊対策必要区域の一覧表には

そうした問題は含まれていない。 

 歩行、自転車通行も困難で、「通行路」「生活必需品を運ぶ路」としての利用が極め

て困難な箇所をまとめたものである。 
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